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生態に関する質問
Q1:ネズミはどのくらいの距離を行き来するのですか？
A1:ドブネズミやクマネズミは30～50m、ハツカネズミは3～10mほど移動します。しかし、ネズミの住む建築物が取り壊された場合、それより広く移動します。
Q2:ネズミの知能は優れているのですか？
A2:強い警戒心を持つネズミがいますが、これは知能の良さを示すものではありません。ネズミは嗅覚、聴覚がヒトより優れています。
Q3:ネズミはヒトのにおいを警戒しますか？
A3:ヒトの身近に生息する動物ですから、ヒトのにおいにはすぐ慣れます。
Q4:ネズミはなぜコードなどを齧るのですか？
A4:ネズミの前歯（門歯）は伸び続けます。そのために、前歯をすり減らす目的でかじるという説があります。上下の前歯を前後に動かしてすり減らすことが出来ます。
衛生と被害に関する質問
Q5:天井で走り回る音がします。気味が悪いのですが、何でしょうか？
A5:クマネズミの可能性が高いと考えられます。詳しくは各都道府県にある専門業者のペストコントロール（ＰＣＯ）協会に問い合わせるか、役所のねずみ相談担当部署に問い合わせてください。なお、非常に大きな音がするならハクビシンやアライグマによる可能性もあります。
Q6:ネズミの出ている家に出入りしているが、病気になりますか？
A6:日本ではあまり心配はありません。ただ、イエダニに刺されることはあります。
Q7:ネズミは病原菌等運んだりすると聞いています。歩きまわったと思われる場所は、どうすればよいのですか？
A7:よく清掃してください。消毒が必要と思うのでしたら、台所用の漂白・除菌用の次亜塩素酸製剤（ハイターなど）を水で300倍に薄めて（まな板の除菌処理濃度です）対象箇所を拭いてください。消毒用アルコールで拭く方法もあります。取扱いは説明書をよく読んでください。
Q8:ネズミの糞に素手で触れても大丈夫でしょうか？
A8:できるだけ素手で触らないでください。素手で触った場合はただちに手を洗ってください。
Q9:ネズミの糞を食べてしまいました。大丈夫でしょうか？
A9:具合が悪くなったら、お医者さんを受診し、その事情を説明してください 。
Q10:ネズミによって引き起こされる病気は、どのようなものですか？
A10:レプトスピラ症や食中毒の原因となるサルモネラ症、咬傷で感染することがある鼠咬症（そこうしょう）など衛生的被害があります。また、ネズミが持っているイエダニによる掻痒症、食品や家具などがかじられることなどによる経済的被害。寝られない、怖いなどの精神的被害があります。
Q11:ネズミにかじられました。大丈夫でしょうか？
A11:傷口を流水で洗浄してから止血し、傷を消毒してください。鼠咬症（そこうしょう）が心配なら医療機関（皮膚科など）を受診ください。 
Q12:ネズミが電気コードを齧った跡があります。どうしたらよいですか？
A12:ネズミによるケーブルがかじられて短絡事故が発生することがあります。また糞尿が原因で火災になったケースもあります。心配なら、電気関係では電力会社や電気保安協会などで調べてもらってください。なお、ガス管がかじられることもあります。ガス漏れの時にはただちに元栓を締めてください。
死んだネズミの取り扱い
Q13:死んだネズミを回収し易くする方法はありますか？
A13:火ばさみ（トング）で挟んで処理すると、直接触らないで回収できます。 
Q14:殺そ剤（毒餌）ではどこで死ぬかわかりません。死体を見つけるよい方法はありますか？
A14:腐敗しますので、その臭いを頼りに探します。一般に殺そ剤（毒餌）を使うと死鼠が出ると言われますが、ネズミは生き物ですので、殺そ剤（毒餌）を使わなくても死鼠は出ます。
Q15:悪臭だけでも消す方法はありますか？
A15:臭いのもと（死鼠）を探して処分してください。わからなければ市販の消臭除菌タイプの消臭剤を、臭いの出てくる隙間にかけてください。どうしても難しければ、芳香剤を利用します。いずれにしても臭いのもとを除去しないと時間がかかります。
Q16:簡単に回収できない場所で死んだネズミは、どうしたらよいですか？
A16:手の届かないすき間の奥などで死んでいる場合は、長めの火ばさみ（トング）を使って回収する方法があります。家具などを動かす必要があり、人手がない場合はＰＣＯ＊、工務店、シルバー人材センターや便利屋さんにお願いする方法があります。
ネズミの防除について
Q17:ネズミに住み着かせない方法は？
A17:食べ物の除去と侵入防止対策が必要です。
Q18:ネズミの出入り口を見つける方法は？
A18:出入り口は黒く汚れているか、かじり痕があります。足跡の付く粉末を置いて足跡を検知することもできます。最近は映像を撮る機器類も市販されているので、ＰＣＯはそれを利用しています。
Q19:ネズミが寄り付きやすい家とは？
A19:一般には不衛生で整理整頓のできていない家が狙われます。商業施設が隣接している場合は可能性が高くなります。個々の家では上下水道の配管まわりや外壁に隙間があれば容易にネズミが侵入します。 

Q20：床下の地面に穴があり、ネズミが出入りするのを見かけます。
A20:床下の穴はドブネズミの可能性が高いです。ドブネズミであれば殺そ剤（毒餌）で効果が出やすいです。防除後は穴を埋めましょう。
Q21:ネズミを追い出すには、どうしたらよいですか？
A21:生ゴミなども含め、食べ物を片付ける。そしてネズミが住み着かないように整理整頓が必要です。 
Q22:ネズミの侵入を早期に発見できないか？
A22:最も容易な方法は糞を見つけることです。整理整頓をすることにより、1個の糞でも発見し易くなります。無毒の餌を設置し、定期的に食害があるかを調査する方法もあります。また、天井裏での物音にも注意しましょう。
Q23:ネズミの侵入が判明した場合に取るべき行動は？
A23:家の中の整理整頓、餌になりそうな物は片付けます。その後、捕獲用粘着トラップ（シート）による捕獲、殺そ剤の使用などの対策をとりましょう。 
Q24:ネズミが家の中に入ってこないようにするには、どうしたらよいですか？
A24：室内に侵入する可能性の高い場所は、通気口、戸袋の中などです。室内は台所のガス管、排水管、水道管周りやエアコンのパイプ周りです。このような箇所のすき間には金網を付けたり錆びない金属たわしをしっかりと詰めてください。
Q25:ネズミの住みにくい環境を作るには、どうしたらよいですか？
A25:食べ物を与えない（生ごみ含め）・巣の場所を与えない（整理整頓）・侵入できるすき間をふさぐことを基本とした環境を作りましょう。 （Ａ21参照）
Q26:自宅でできるネズミ対策を教えてください。
A26:侵入口をふさぐ、食べ物を与えないなどの環境対策のほか、粘着トラップなどで捕獲したり、ドブネズミであれば殺そ剤（毒餌）を使う方法もあります。詳しくは「ねずみ駆除の手引き」等を参考にしてください。 

介護支援者（ケアマネージャーなど）からの質問
Q27:ヘルパーとして訪問している家に何かのフンが落ちている。何のフンか相談したい。
A27:ねずみ駆除協議会や最寄りの保健所、ＰＣＯなどにご相談ください。メールなどで確認のためのフンの写真を送るときには大きさがわかるように、定規などを置くようにお願いします。
Q28:仏壇の花がネズミに齧られています。どうしたらよいですか？
A28:出かける時や寝る前に花をかじられないよう一時的にしまう方法や、ケースを被せる方法があります。そのほか、仏壇周り、花周りに粘着トラップを多めに敷いて近くにきたネズミを捕獲してください。 ネズミは花が好物です。また、どうしても花の被害が続くようでしたら、一時的に造花を使うしかないかもしれません。
Q29:介護事業所にお願いできるネズミ対策はありますか？
A29:食べ物の片付けと部屋の整理整頓と清掃が必要ですが、有料になるかもしれません。
Q30:本人の駆除の意思が確認できない場合の対応は？
A30:身内の方の立会いが必要で、そうでなければ施工（駆除）はできません。
Q31:殺そ剤（毒餌）を誤って食べてしまいました。どうしたらよいですか？
A31:殺そ剤（毒餌）を食べたこと、できれば殺そ剤の種類を医師に告げて診察を受けてください。なお、空箱等があれば一緒に持参してください。
Q32:荷物を捨てることを強く拒んでおりネズミ対策が進みません。どうしたらよいですか？
A32:荷物が多いと対策は非常に難しいです。整理整頓は侵入箇所を探す上でも重要です。市民相談室など役所に相談することを薦めます。
Q33:ヘルパーですが、粘着トラップを棚の上に置いておいたら高齢者が手を伸ばしてしまい、頭髪に落ちて髪の毛にくっ付いてしまいました。本人に注意しても粘着トラップがあることを忘れて繰り返します。なにかよい方法はありませんか？
A33:ネズミに齧られた箇所や糞のあるところで、高齢者がめったに行かない箇所や手の届かないところに粘着トラップを仕掛けてください（雰囲気を変えずに配置してください）。一方、粘着の付いた毛髪は切るしかありませんが、油（例えばツバキ油、サラダ油など）でも取れます。
Q34:ヘルパーですが訪問宅の高齢者も含め粘着トラップにくっ付いてベトベトがうまくとれません。うまく取り除く方法を教えてください。
A34:手にサラダ油を塗り、その手で粘着物をできるだけそぎ取ります。その後、石鹸とぬるま湯で洗い流します。靴下などで、多少べとつきが残るようでしたら小麦粉をつけ、しごき取ります。灯油でとる方法もありますが、変色や火気に注意が必要です。 
Q35:（ケアマネやヘルパーからの相談）訪問先の高齢者宅にネズミが出るので、ネズミ対策の概要を教えてください。
A35:（Ａ２１、Ａ２５参照）インターネットで自治体の駆除パンフレットが参考にできます。また、助成制度があることがありますので、最寄りの役所に問い合わせてください。
Q36:ケアマネージャーですが、訪問する独居高齢者宅にネズミが出ます。ネズミに食べ物を齧られないようにする方法を教えてください。
A36:食べ物は冷蔵庫やふた付きの透明の容器に入れるようにしてください。高齢者やヘルパー等誰が見ても、容器の中に何が入っているのかわかるようにしながら駆除を進めてください。
Q37:ケアマネージャーですが、独居高齢者宅にネズミがたくさんいます。ヘルパーが掃除している間もネズミが部屋の中を走り回ります。どうしたらよいですか？
A37:昼間から、人がいる時にネズミが頻繁に出るのであれば、生活改善が必要かもしれません。最寄りの役所の担当窓口に相談してください。（Ａ２１・２５など） 
Q38:ケアマネージャーですが、独居高齢者宅でネズミが出ます。電話のコードを齧られ一時不通でした。冷蔵庫のコードも齧られます。粘着トラップにはかかりません。どうしたらよいですか？
A38:火災につながるおそれがありますので、すぐに駆除が必要です。ＰＣＯ等に相談してください。
PCOに関する質問
Q39:駆除にはどれくらいの期間がかかりますか？
A39:回数と期間は、その環境により大きく異なります。日本ペストコントロール協会の調査では1週間以内が10％前後、1週間～1か月が40％、それ以上かかったのは50％でした。また回数は1回で終わることは少なく、5回以内が50％となっています。
Q40:PCOに頼むと、いくらくらいかかりますか？
A40:発生状況により様々です。見積もりを複数の会社に依頼すべきです。日本ペストコントロール協会に相談すると、都道府県協会を紹介してもらえます。その協会員の複数者から見積もりをもらってください。具体的には、家（一般住宅）の状況や内容によって金額は違いますが、駆除と侵入予防のすき間ふさぎを数回行って数万円～数十万円かかることもあります。防除方法の規模の増加や内容の追加によって値段が上がります。
Q41:駆除にはどのくらいの回数がかかりますか？
A41:発生している建物の構造により違います。専門業者に良く説明を受け納得のいく契約をしてください。なお、1回で終わることはほぼないと考えてください。
Q42:ＰＣＯに依頼すれば、確実に駆除ができますか？
A42:その建物の状況によります。生活改善を必要とする家や部屋では、ネズミを減らすことはできても完璧には駆除できないことがあります。いずれにしても住民の協力は必要です。クマネズミはＰＣＯでも防除が難しい相手です。
Q43:ＰＣＯに依頼したくてもお金がありません。補助金などの仕組みがありましたら教えてください。
A43:自治体によって駆除費用の補助やＰＣＯによる訪問指導が受けられるところもありますので、最寄りの役所相談窓口に相談してください。（Ａ３６）
Q44:ＰＣＯにネズミ防除をお願いしたいが、どの業者に依頼したら安心なのか。
A44:各都道府県にはＰＣＯの団体であるペストコントロール協会があります。そこで複数業社を紹介してもらってください。各ＰＣＯに駆除の内容や概ねの金額を確認し、納得いく内容でしたら、その後、見積りをとって決めるのが安心です。
Q45:ＰＣＯの作業は、1日（1回）で終わりますか？
A45:1回では終わりません。状況によっては年単位の契約が必要になることもあります。 
防除に関する質問（機器類）
Q46:粘着トラップの設置場所がよくわかりません。
A46:巣の近くが一番効果的ですが、天井裏、室内への侵入口付近、よく通る場所に置いてください。偶然かかるのでできるだけ多く配置するのがコツです。
Q47:粘着トラップを使っていますが、捕れないのはなぜですか？
A47:クマネズミは警戒心が強いため、粘着トラップを避けて通ります。餌が少ないと危険を冒しても餌を探し回りますので、環境整備をして、多めに仕掛けると捕獲がしやすくなります。
Q48:粘着トラップにネズミが捕れたのですが、気持ちが悪くて処理ができません。どうしたらよいですか？
A48:火ばさみ（トング）等を使って粘着トラップをつかみ、不透明の袋に入れて処理してください。 捕獲されている姿が気持ち悪いなら、新聞紙で覆ってください。
Q49:粘着トラップの粘着面が床に貼り付いたのですが、どうしたらよいですか？
A49:粘着トラップをゆっくりと、ひねりながら剝がします。床に付着した粘着物はサラダ油をつけたヘラ等である程度取り除き、その後小麦粉をまぶして、再びヘラでそぎ落とします。最後は石鹸とぬるま湯、またはガムテープで取り除きます。火気に注意して 灯油を利用してもかまいません。
Q50:カゴ罠に捕まったネズミを殺すよい方法がありますか？
A50:専門業者は炭酸ガスで安楽死させますが、ビニール袋に入れて中にドライアイスを入れておくのはいかがでしょうか。
Q51:粘着トラップを仕掛けたところ、ネズミが捕れたのですが、その処分はどうすればよいですか？
A51:最寄りの役所にご相談ください。
Q52:はじき罠によくかかるようにするには、どうしたらよいですか？
A52:ネズミの通路や糞の多い場所に罠を置き、はじめの1～2日は餌付け（バネが外れないようにして餌に馴らす）をしましょう。食べるようになったらセットしてください。はじき罠は人やペットを骨折させる可能性が高いので、使用の際は十分注意してください。
Q53:電磁波や超音波を使った機器は、効果がありますか？
A53:電磁波は効果がありません。超音波の使用についてはＰＣＯに相談することをお勧めします。
防除に関する質問（薬剤）
Q54:殺そ剤（毒餌）をよく食べさせる方法がありますか？
A54:殺そ剤（毒餌）以外のネズミの食べ物の除去が効果的です。ネズミは軟らかい食物が好きです。市販の殺そ剤には誤食防止剤も入っており、なかなか食べてくれません。ドッグフードなどを置いて、よく食べるようになったら、それを殺そ剤に混ぜると食べるようになります（ただし、混ぜる行為は個人の責任の下で行ってください）。
Q55:忌避剤は効果がありますか？
A55:忌避剤はＰＣＯ以外が使用しないほうが無難です。
Q56:殺そ剤（毒餌）は食べているのですが、ネズミがいなくなりません。
どうしたらよいですか？
A56:生息数と殺そ剤（毒餌）のバランスが悪く、殺そ剤（毒餌）の量が不足している。または、駆除しても抵抗性個体（遺伝的に薬剤耐性を持ったネズミ）が、外から入って来ている等が考えられます。また、袋入りの薬剤の場合は、袋ごと巣材として持って行ってしまい、食べていないこともあります。
Q57:殺そ剤（毒餌）はどのように選べばよいですか？（ホームセンター等にはいろいろな殺そ剤（毒餌）がおいてありますがどれを選べばよいですか？）
A57:ホームセンター等にいろいろな殺そ剤（毒餌）がある場合は、被害やネズミの出没状況を店員等に詳しく説明し選んでもらうとよいでしょう。水回りには置く場合は防水性のあるものを選びます。なお一般家庭の屋内で使用するのは「防除用医薬部外品」の殺そ剤で、同じ成分でも農薬は使えません。ただし家庭菜園等の被害の場合は「農薬」を使用しなければなりません。 

Q58:殺そ剤（毒餌）にはすぐ効くタイプ（急性毒）と遅効性タイプ（慢性毒）があるそうですが、どう違うのですか？
A58:急性殺そ剤（毒餌）は食べてから１日ほどで死にますが、ネズミは警戒心が強いので食べさせるのに餌慣らしが必要です。慢性殺そ剤（毒餌）は急性のものよりネズミの食い付きは良いのですが、死ぬまでに数日かかります。
Q59:室内に殺そ剤（毒餌）を置いても大丈夫ですか？
A59:子供や高齢者、ペットがいる場合は、誤食しないように配慮が必要です。鍵のかかる毒餌箱を活用すると安全です。
ダニに関する質問
Q60:ダニに刺された場合は、どのような対策が必要ですか？
A60:ネズミに寄生するイエダニの駆除についてはいずれの殺虫剤も有効ですが、ネズミの駆除やネズミの営巣場所の清掃も行わないと根本的な解決にはなりません。
Q61:天井にネズミがいます。布団に入ると体がかゆいのですが、ネズミのせいですか？
A61:布団のシーツに赤い小さい点が動き回っている場合、ネズミに寄生するイエダニによる可能性があります。イエダニの生息密度が高くなったり、寄生するネズミがいなくなったりした場合にはイエダニが新しい宿主を求めて分散します。 
Q62:ダニに刺されました。とてもかゆいです。ダニに刺されて、重い病気になったりすることはありませんか？
A62:イエダニの最も身近な被害は、ダニ刺咬による痒みです。様々な病原体を媒介することが実験的に分かっていますが、実際に重大な感染症を媒介した事例は見られておりません。調子が優れないようでしたら医師の診察を受けましょう。
その他技術に関する質問
Q63:無料で駆除もしくは、アドバイスしてくれる所はないですか？
A63:まずは保健所に相談することが良いでしょう。各都道府県のペストコントロール協会でも相談は無料です。
Q64:ネズミを捕まえても、捕まえてもいなくならない。なぜですか？どうしたらよいですか？
A64: 家の中の全てのネズミを捕まえていないか、外から侵入していることが考えられます。ネズミを駆除するためには捕まえるだけではなく、殺そ剤（毒餌）を利用して殺す方法もあります。また、家の中に営巣場所があると、何匹かのネズミが潜んでいる可能性もあります。営巣場所を探して片づけることが大切です。その際、営巣場所にいたネズミが別の場所に移動することも考えられますので、家の中の不要なものを捨てる、食べ残しや残飯等を放置しないなど、整理整頓も行いましょう。また、外から侵入できないように侵入口を全て防ぐことも大切です。
複合的防除方法の質問
Q65:殺そ剤（毒餌）や捕獲器はどこに置けば効果的ですか？
A65:天井裏など巣の近くに置くと効果的です。捕獲器は侵入口付近や餌場までの通路、とくに部屋の隅が効果的です。どこに置いたらいいか分からない場合には、天井裏や巣（営巣場所）の近く、糞が見つかった場所など、特に、かじられたもののあった場所や捕獲された場所などを中心にして数箇所置くとよいでしょう。
Q66:殺そ剤（毒餌）や捕獲器の配置は屋内だけでよいですか？
A66:天井や床下などで音がする場合は、そこにも置いてください。屋外で見かける場合は、子供やペットが触れないように毒餌箱に入れてください。
Q67:駆除が完了しましたが、殺そ剤（毒餌）やトラップはそのまま置いておいた方がいいですか？
A67:殺そ剤（毒餌）は長期間放置しておくと虫が発生する場合があります。殺そ剤は定期的に点検しないのであれば回収することをお薦めします。トラップは捕獲されたネズミがそのまま放置すると腐敗し、ハエなどが発生します。また埃が付き粘着力が落ちます。
Q68:ネズミが嫌うスプレーや粘着シートを使用していますが、ネズミがいなくなりません。どうしたらよいですか？
A68:ネズミの忌避スプレーは味に対する忌避剤なので、侵入を防止することは期待できません。また最近はほとんどがクマネズミなので、警戒心が強いため、トラップにかかりにくく、殺そ剤（毒餌）もなかなか食べてくれません。まず、食物や残菜をなくすこと、建物への侵入口や室内への侵入口を探して塞ぐことをお薦めします。そうすれば、駆除がしやすくなります。なお粘着シートにネズミが嫌うスプレーをかけないでください。
ペットに関する質問
Q69:ネコなどの天敵は効果がありますか？
A69:ネズミを捕るネコなら効果がありますが、見向きもしないようなネコは効果がありません。
Q70:イヌの餌をネズミが食べているらしい。どうしたら防げますか？
A70:ペットフードの管理とペットの食べ残しの始末に心がけましょう。
Q71:ペットを飼っている場所でネズミ駆除を行う場合の注意点は？
A71:駆除作業を行う場合は、ペット等は鎖でつないだり、ケージに入れるなどして殺そ剤（毒餌）や捕獲器に接触しないようにして下さい。ネズミはおもに夜間に活動するので屋内で使用する場合には、夜間に配置し昼間は回収するようにして下さい。また天井裏のみでの防除も考える必要があります。
Q72:ペットが殺そ剤（毒餌）を食べてしまったときの対処法は？ 
A72:ペットが食べた場合にもネズミと同じような中毒を起こします。使った薬剤の箱や袋を獣医師等に示し対応してもらって下さい。 
Q73:粘着トラップに子ネコがかかってしまいました。どのように手当てをしたらいいですか？
A73:ネコを抱き上げ、毛に付いた糊を布で丁寧にとります。毛に残った糊は小麦粉をまぶして、こそぎ落とします。
＊ＰＣＯ：ＰＣＯとはPest Control Operator（ペストコントロールオペレーター：害虫駆除業者）の略で、多種多様な有害生物を防除するまたは制御する技術者のことをいいます。　

